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#2

今
年
三
月
に
、『
小
中
学
校
の
校
務
改
善
推
進
プ
ラ
ン
』
を
発

表
し
ま
し
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、
教
職
員
が
よ
り
組
織
的
に
校
務
を

行
い
、
効
率
的
な
学
校
運
営
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
職
員
が

子
供
と
向
き
合
え
る
時
間
を
十
分
に
確
保
し
、
更
な
る
教
育
の
充
実

を
目
指
す
目
的
で
東
京
都
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
基
本
的
な
実

施
方
針
で
す
。 

本
年
五
月
に
は
、
教
育
庁
部
課
長
級
、
区
市
町
村
教
育
委
員

会
指
導
室
（
課
）
長
代
表
、
校
長
会
代
表
、
副
校
長
会
代
表
、

事
務
職
員
会
代
表
か
ら
構
成
す
る
「
校
務
改
善
推
進
会
議
」
を

設
置
し
、
先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
学
校
の
情
報
を
収
集

し
、
都
内
の
公
立
小
中
学
校
へ
広
く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。 

 

【
校
務
改
善
プ
ラ
ン
】

経
営
支
援
部
の
設
置 
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生活 

指導部 

Ａ
議
員
の
質
問
「複
数
の
モ
デ
ル
校
で
は
、
業
務

改
善
計
画
を
実
施
し
た
結
果
、
各
教
職
員
の

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
指
導
内
容
の
変
化
は

あ
っ
た
の
か
、
（後
略
）」 

教
育
長
答
弁
「経
営
支
援
部
を
設
置
し
、
教
職

員
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
た
モ
デ
ル
校
で

は
、
副
校
長
への
業
務
の
集
中
が
緩
和
さ
れ
、

副
校
長
が
教
職
員
の
人
材
育
成
や
地
域
連
携

の
強
化
な
ど
の
本
来
業
務
に
一
層
力
を
注
げ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」 

Ａ
議
員
の
質
問
「副
校
長
に
集
中
し
て
い
た
業
務

が
こ
の
経
営
支
援
組
織
で
分
担
さ
れ
、
副
校

長
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
効
果
が

出
た
一
方
、
経
営
支
援
組
織
の
構
成
員
の
負

担
が
増
し
た
側
面
が
あ
る
と
い
う
課
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
業
務
の
全
体
量
自

体
を
削
減
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま

す
。
」 

教
育
長
答
弁
「
都
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
今

後
、
学
校
に
対
し
て
行
う
調
査
や
配
布
物
の

縮
減
を
行
い
ま
す
と
と
も
に
、
時
間
講
師
の

採
用
業
務
を
省
力
化
す
る
た
め
の
情
報
供
給

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
進
め
、
業
務
の
効
率
化
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
う
し
た
意
識
改
革
や
業
務
改
善

に
よ
り
、
副
校
長
や
教
職
員
が
子
ど
も
と
向

き
合
え
る
時
間
を
十
分
に
確
保
し
て
ま
い
り

ま
す
。
」 

24.3.26

予
算
特
別
委
員
会 

質
疑 

 

モ
デ
ル
校
実
践
報
告
か
ら  

 

実
際
に
、
モ
デ
ル
校
の
う
ち
、
今
年
度
、

経
営
支
援
部
を
設
置
し
た
中
学
校
の
副
校

長
先
生
か
ら
の
報
告
で
す
。（
次
ペ
ー
ジ
） 
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し
か
し
、
小
・
中
学
校
は
現
在
、
学
習
指 

導
面
は
も
と
よ
り
、
学
力
や
体
力
の
向
上
、 

い
じ
め
や
不
登
校
へ
の
対
応
、
地
域
と
の
連 

携
等
、
多
種
多
様
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ら
の
課
題
に
、
副
校
長
や
主
幹
教
諭
等
が

個
別
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
学
校
組
織
と
し

て
対
応
す
る
た
め
の
改
善
プ
ラ
ン
が
、
左
図
に 

あ
る
と
お
り
の
、
経
営
支
援
部
の
設
置
で
す
。 

こ
れ
は
、
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
「
教
務
部
」、「
生
活
指
導
部
」
及
び
「
進

路
指
導
部
」（
中
学
校
）
に
加
え
て
、
学
校

経
営
機
能
の
強
化
を
目
指
し
、
副
校
長
が

直
轄
す
る
分
掌
、「
経
営
支
援
部
」
を
設
置

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
学
校
現
場
か
ら

様
々
な
御
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
現
在
の
校
務
分
掌
が
十
分
機
能
し
て
い

な
い
の
に
さ
ら
に
新
た
な
組
織
を
設
置
し

た
ら
、
負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
」、

「
新
任
の
副
校
長
は
、
仕
事
を
覚
え
る
だ

け
で
精
一
杯
な
の
に
、
経
営
支
援
部
の
リ

ー
ダ
ー
が
務
ま
る
だ
ろ
う
か
」
等
、
不
安

な
声
も
聞
か
れ
ま
す
。 

経営支援部の設置については、都議会でも質疑がありました。 

【経営支援部設置のモデル組織図（小学校）】 



                                    

                                    

                                    

                                   

 
平成２４年５月３１日 木曜日 校務改善ＮＥＷＳ ＃２ 

校
務
改
善
検
討
委
員
の
意
見 

 

「
う
ち
の
学
校
に
も
、
経
営
支
援
部
に
近
い
、

主
事
連
絡
会
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
用
務
主
事

さ
ん
は
、
会
議
に
出
て
お
話
を
す
る
と
い
う
こ
と

が
ほ
ぼ
無
い
職
で
す
が
、
そ
の
会
議
の
場
で
、
計

画
的
に
仕
事
の
流
れ
が
確
認
で
き
、
き
ち
ん
と
副

校
長
か
ら
指
示
が
出
る
等
、
非
常
に
効
率
的
に
で

き
て
い
る
の
で
す
。 

 

こ
の
前
も
、
用
務
主
事
さ
ん
か
ら
貴
重
な
い
い

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。『
生
徒
が
玄
関
で
服
を
着

替
え
て
い
て
み
っ
と
も
な
い
。
そ
れ
は
お
か
し
い

の
で
は
な
い
で
す
か
』
と
。
そ
れ
を
早
速
、
今
週

か
ら
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
用
務
主
事
さ

ん
、
栄
養
士
等
が
入
り
、
組
織
が
見
え
て
く
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。」 

【
実
践
の
成
果
】 

①
副
校
長
と
教
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

密
に
な
り
、
明
る
い
職
場
づ
く
り
が
で
き
た
。 

②
副
校
長
が
、
生
徒
の
指
導
に
関
わ
る
仕
事
に
時

間
を
充
て
ら
れ
た
。 

③
各
分
掌
が
主
幹
・
主
任
教
諭
を
中
心
に
主
体
的

に
動
き
、
活
性
化
し
た
。 

④
調
査
文
書
を
各
分
掌
に
割
振
り
、
責
任
を
も
っ

て
提
出
で
き
た
。 

⑤
事
務
職
員
が
、
主
体
的
に
必
要
な
物
品
購
入
等

の
計
画
を
立
て
た
り
、
修
繕
費
、
工
事
費
の
有

効
活
用
を
工
夫
し
た
り
し
て
、
教
職
員
が
意
欲

的
に
働
け
る
た
め
の
施
設
面
で
の
環
境
整
備
が

で
き
た
。 

⑥
用
務
主
事
が
、
経
営
支
援
部
で
生
徒
情
報
を
提

供
し
、
生
徒
指
導
に
関
わ
り
、
学
校
組
織
の
一

員
と
し
て
の
意
識
が
向
上
し
た
。 

【
校
務
改
善
プ
ラ
ン 

】 

非
常
勤
職
員
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム 

 
 

産
休
育
休
代
替
教
職
員
及
び

時
間
講
師
の
い
わ
ゆ
る
非
常
勤

職
員
の
任
用
に
当
た
っ
て
は
、

副
校
長
が
名
簿
に
よ
り
、
適
任 

者
が
見
つ
か
る
ま
で
電
話
を
か
け

続
け
る
な
ど
、
副
校
長
が
業
務
の

多
忙
感
を
抱
く
一
因
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

 
 

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
非
常
勤

職
員
募
集
サ
イ
ト
上
で
、
学
校

と
非
常
勤
職
員
双
方
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
、
任
用
事
務
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
三
月

下
旬
に
稼
動
し
ま
し
た
。 

校務改善へのご意見・ご提案、実践事例はこちらへ  校務改善推進会議 事務局 〔東京都教育庁 人事部 職員課 〕 

TEL 03-5320-6791  FAX 03-5388-1729 Mail S9000013@section.metro.tokyo.jp 

非常勤職員情報提供システムの流れ

インターネットによる回線

①非常勤職員募集登録 ②アクセス・募集情報閲覧

（登録フォーム）

　〈教科、曜日、時間〉

③申込

④申込情報（メール） （登録フォーム）

　

⑤採否の連絡（メール）

問い合わせ

　

　　

非常勤職員
募集サイト

募集・申込

学校
（ＩＤ必要）

時間講師
・

産育休
代替

教職員

　●　東京都区市町村立公立学校及び都立学校では時間講師、産育休代替教職員を任用する場合、講師名簿等
　　から各学校の条件に合う候補者を探しているが、採用までに時間がかかるため大きな負担を伴っている。

　●　この作業を軽減するため、WEB上で非常勤職員の募集サイトから各学校と時間講師、産育休代替教職員の
　　双方向でのマッチングを図り時間講師、産育休代替教職員の任用を効率化することを目的とする。

システムの目的

　

　
　●　学校の募集条件に合う効率的なシステム
　　　学校が必要とする募集情報に、時間講師等が応募するため採用が効率的となる。
　
　●　学校の負担を軽減するシステム
　　　　一般的なWEB上で、24時間の運用サービスを行ない、時間講師等の電子メールの情報から採否の通知を行
　　 えるため、従来の電話による対応に比べ副校長の負担が大幅に軽減される。

　

システムの効果

平成24年3月下旬稼動

校務改善ＮＥＷＳは、校務改善検討会議から校務改善推進会議に引き継がれました。 


